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１．2027年3月期第1四半期の連結業績（2026年4月1日～2026年6月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年3月期第1四半期 52,357 44.3 9,114 117.7 6,336 96.6
2026年3月期第1四半期 36,269 20.7 4,185 △36.3 3,222 △30.9

(注) 包括利益 2027年3月期第1四半期 9,674百万円( 138.6％) 2026年3月期第1四半期 4,053百万円( ― ％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年3月期第1四半期 42.20 42.19
2026年3月期第1四半期 21.21 21.20

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年3月期第1四半期 8,847,328 324,794 3.6
2026年3月期 9,040,715 321,263 3.5

(参考) 自己資本 2027年3月期第1四半期 324,608百万円 2026年3月期 321,076百万円

(注)「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除し

て算出しております。なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年3月期 ― 28.00 ― 32.00 60.00
2027年3月期 ―
2027年3月期(予想) 34.00 ― 34.00 68.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2027年3月期の連結業績予想（2026年4月1日～2027年3月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 92,200 21.1 17,500 16.3 11,800 10.2 78.51
通期 197,600 18.2 37,500 15.9 25,500 12.3 169.67

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2027年3月期1Ｑ 156,977,472株 2026年3月期 156,977,472株

② 期末自己株式数 2027年3月期1Ｑ 7,296,300株 2026年3月期 6,687,189株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年3月期1Ｑ 150,126,724株 2026年3月期1Ｑ 151,883,447株

(注) 2026年3月期及び2027年3月期1Ｑの期末自己株式数には、株式給付信託（BBT及びJ-ESOP）が保有する当行株

式数（1,533,132株及び1,532,628株）を含めております。

また、2026年3月期1Ｑ及び2027年3月期1Ｑの期中平均株式数（四半期累計）を算定するにあたり、株式給付

信託（BBT及びJ-ESOP）が保有する当行株式の期中平均株式数（781,300株及び1,532,755株）を控除する自己

株式数に含めております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述については、本資料の発表日現在において入手可能な情

報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

当行は、経営理念「地域の夢、お客様の夢をかなえる創造的なベストバンク」のもと、地域のリーディングバンク

として、「地域のお役に立つ」ことを基本方針として掲げております。

また、長期ビジョンを「Ｎｏ．１の課題解決力で持続的に成長する広域地方銀行」と定め、地域・お客様の課題解

決に貢献し、地域・お客様とともに持続的な成長を目指しております。加えて、サステナビリティ経営の実践、社会

的インパクトの創出にも注力し、当期も人材確保、事業承継、生産性向上など、お取引先が直面する幅広い課題に対

し、伴走型の支援を推進してまいりました。

当期の経営成績を前第1四半期と比較すると、有価証券ポートフォリオ見直しの一環で投資信託の解約を進めたこと

による投資信託解約益の増加や、貸出金利回り上昇に伴う貸出金利息の増加などにより、資金利益は増加しました。

一方で、投資信託解約損も計上したことからその他業務利益は減少しました。

この結果、経常利益は前年同期比49億29百万円増加の91億14百万円となりました。また、親会社株主に帰属する四

半期純利益は、前年同期比31億14百万円増加の63億36百万円となりました。

また、セグメントごとの業績につきましては、以下の通りとなりました。

（銀行業）

経常収益は前年同期比156億54百万円増加し473億52百万円、セグメント利益は前年同期比50億45百万円増加し92億

71百万円となりました。

(リース業)

経常収益は前年同期比4億36百万円増加し46億72百万円、セグメント利益は前年同期比22百万円増加し△47百万円

となりました。

(その他)

報告セグメントに含まれない「その他」の経常収益は、前年同期比1億76百万円増加し8億79百万円、セグメント利

益は前年同期比48百万円減少し35百万円となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

預金等（譲渡性預金を含む）は、個人・公金の各部門で増加した一方で、法人・金融機関部門において減少したこ

とから、期中843億円減少し、6兆7,772億円となりました。

貸出金は、個人向け貸出で増加した一方で、法人・金融機関・地方公共団体向けともに減少したことから、期中443

億円減少し、5兆4,205億円となりました。

有価証券は、ポートフォリオ見直しの一環で投資信託の解約を進めたことなどにより、期中1,278億円減少し、1兆

5,854億円となりました。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

2026年5月15日に公表した2027年3月期の中間期及び通期の業績見通しに変更はありません。

なお、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年3月31日)

当第1四半期連結会計期間
(2026年6月30日)

資産の部

現金預け金 1,630,970 1,591,222

コールローン及び買入手形 6,954 7,957

買入金銭債権 14,824 14,376

金銭の信託 5,000 5,002

有価証券 1,713,319 1,585,472

貸出金 5,464,901 5,420,509

外国為替 3,213 3,195

リース債権及びリース投資資産 34,101 35,517

その他資産 102,664 115,746

有形固定資産 40,377 41,117

無形固定資産 2,971 2,908

退職給付に係る資産 15,281 15,600

繰延税金資産 48,847 47,276

支払承諾見返 10,660 15,232

貸倒引当金 △53,341 △53,760

投資損失引当金 △32 △48

資産の部合計 9,040,715 8,847,328

負債の部

預金 6,464,609 6,446,218

譲渡性預金 397,000 331,000

コールマネー及び売渡手形 880,612 756,660

債券貸借取引受入担保金 184,490 191,077

借用金 622,280 623,952

外国為替 42 153

その他負債 147,709 147,019

賞与引当金 1,000 ―

退職給付に係る負債 7,222 7,287

株式給付引当金 735 830

役員退職慰労引当金 100 97

睡眠預金払戻損失引当金 105 94

その他の偶発損失引当金 879 928

繰延税金負債 20 ―

再評価に係る繰延税金負債 1,981 1,981

支払承諾 10,660 15,232

負債の部合計 8,719,452 8,522,533
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年3月31日)

当第1四半期連結会計期間
(2026年6月30日)

純資産の部

資本金 20,705 20,705

資本剰余金 22,411 22,411

利益剰余金 348,814 350,292

自己株式 △7,412 △8,692

株主資本合計 384,518 384,716

その他有価証券評価差額金 △99,193 △103,286

繰延ヘッジ損益 28,819 36,343

土地再評価差額金 2,033 2,033

退職給付に係る調整累計額 4,897 4,801

その他の包括利益累計額合計 △63,442 △60,108

新株予約権 28 28

非支配株主持分 158 157

純資産の部合計 321,263 324,794

負債及び純資産の部合計 9,040,715 8,847,328
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第1四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第1四半期連結累計期間

(自 2025年 4月 1日
至 2025年 6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 2026年 4月 1日
至 2026年 6月30日)

経常収益 36,269 52,357

資金運用収益 26,022 40,398

（うち貸出金利息） 18,097 22,739

（うち有価証券利息配当金） 5,941 14,186

役務取引等収益 4,342 4,379

その他業務収益 4,664 5,243

その他経常収益 1,240 2,335

経常費用 32,083 43,243

資金調達費用 8,192 13,531

（うち預金利息） 5,256 8,177

役務取引等費用 1,406 1,539

その他業務費用 9,958 15,341

営業経費 10,488 10,995

その他経常費用 2,038 1,835

経常利益 4,185 9,114

特別利益 10 26

固定資産処分益 10 26

特別損失 14 8

固定資産処分損 1 3

減損損失 12 5

税金等調整前四半期純利益 4,181 9,132

法人税、住民税及び事業税 1,010 2,757

法人税等調整額 △54 34

法人税等合計 956 2,792

四半期純利益 3,225 6,340

非支配株主に帰属する四半期純利益 3 3

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,222 6,336
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四半期連結包括利益計算書

第1四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第1四半期連結累計期間

(自 2025年 4月 1日
至 2025年 6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 2026年 4月 1日
至 2026年 6月30日)

四半期純利益 3,225 6,340

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,387 △4,092

繰延ヘッジ損益 4,191 7,523

退職給付に係る調整額 23 △96

その他の包括利益合計 827 3,334

四半期包括利益 4,053 9,674

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,049 9,670

非支配株主に係る四半期包括利益 3 3
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

(セグメント情報等の注記)

【セグメント情報】

前第1四半期連結累計期間(自 2025年4月1日 至 2025年6月30日)

１ 報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他 合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額銀行業 リース業 計

経常収益

外部顧客に対する
経常収益

31,538 4,191 35,729 540 36,269 ― 36,269

セグメント間の内部
経常収益

159 45 205 163 369 △369 ―

計 31,698 4,236 35,934 703 36,638 △369 36,269

セグメント利益又は損失(△) 4,226 △69 4,156 83 4,239 △54 4,185

(注) １ 一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。
２ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード業等を含

んでおります。
３ セグメント利益又は損失の調整額△54百万円は、主にセグメント間取引消去によるものであります。
４ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「銀行業」において、事業用の建物・動産及び遊休資産に区分された土地・動産について、減損損失を計上してお

ります。なお、当該減損損失の計上額は、当第1四半期連結累計期間においては、12百万円であります。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。

当第1四半期連結累計期間(自 2026年4月1日 至 2026年6月30日)

１ 報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他 合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額銀行業 リース業 計

経常収益

外部顧客に対する
経常収益

47,020 4,626 51,646 710 52,357 ― 52,357

セグメント間の内部
経常収益

332 45 378 169 547 △547 ―

計 47,352 4,672 52,025 879 52,905 △547 52,357

セグメント利益又は損失(△) 9,271 △47 9,224 35 9,259 △145 9,114

(注) １ 一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。
２ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード業等を含

んでおります。
３ セグメント利益又は損失の調整額△145百万円は、主にセグメント間取引消去によるものであります。
４ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「銀行業」において、遊休資産に区分された土地及び使用中止予定のソフトウェアについて、減損損失を計上して

おります。なお、当該減損損失の計上額は、当第1四半期連結累計期間においては、5百万円であります。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(キャッシュ・フロー計算書に関する注記)

当第1四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第1四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれん償却額は、次の

とおりであります。

前第1四半期連結累計期間
(自 2025年 4月 1日
至 2025年 6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 2026年 4月 1日
至 2026年 6月30日)

減価償却費 677百万円 726百万円

のれん償却額 2百万円 2百万円
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３．決算補足説明資料
(1)利益の状況（連結）

(単位：百万円)

前第1四半期 当第1四半期 (参　考)

連結累計期間 連結累計期間 中間期予想計数

(自2025年 4月 1日 (自2026年 4月 1日 (自2026年 4月 1日
 至2025年 6月30日)  至2026年 6月30日)  至2026年 9月30日)

経常収益 36,269 52,357 16,088 92,200

連結粗利益 15,471 19,609 4,138 (進捗率 56.7%)

資金利益 17,829 26,867 9,038

役務取引等利益 2,936 2,840 △96

その他業務利益 △5,294 △10,098 △4,804

うち債券関係損益 △3,805 △9,325 △5,520

営業経費 10,488 10,995 507

一般貸倒引当金繰入額　　　(Ａ) △93 △137 △44

不良債権処理額　　　      (Ｂ) 1,998 1,860 △138

貸出金償却 0 2 2

個別貸倒引当金繰入額 1,979 1,659 △320

債権売却損 10 168 158

その他 8 30 22

貸倒引当金戻入益　　      (Ｃ) - - -

株式等関係損益 △78 654 732

その他 1,185 1,569 384

経常利益 4,185 9,114 4,929 17,500

特別損益 △3 18 21 (進捗率 52.0%)

税金等調整前四半期純利益 4,181 9,132 4,951

法人税、住民税及び事業税 1,010 2,757 1,747

法人税等調整額 △54 34 88

非支配株主に帰属する四半期純利益 3 3 0

親会社株主に帰属する四半期（中間）純利益 3,222 6,336 3,114 11,800

(進捗率 53.6%)

《参考》与信費用（Ａ）+（Ｂ）-（Ｃ） 1,904 1,723 △181

(注）「(参考)通期予想計数(自2023年4月1日 至2024年3月31日)」は、2023年11月10日に公表したものです。1「(参考)中間期予想計数(自2026年4月1日 至2026年9月30日)」は、2026年5月15日に公表したものです。

2 連結粗利益＝(資金運用収益－資金調達費用)＋(役務取引等収益－役務取引等費用)＋(その他業務収益－その他業務費用)

増　減

・連結ベースの経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益の状況は、2ページ「１．当四半期決算に関する定性
的情報(1)連結経営成績に関する定性的情報」に記載のとおりです。
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(2)利益の状況（単体）

(単位：百万円)

(参　考)

中間期予想計数

(自2025年 4月 1日 (自2026年 4月 1日 (自2026年 4月 1日
 至2025年 6月30日)  至2026年 6月30日)  至2026年 9月30日)

経常収益 31,698 47,352 15,654 80,800

業務粗利益 14,794 18,935 4,141 (進捗率 58.6%)

資金利益 17,964 27,183 9,219

うち投資信託解約益 1,041 6,818 5,777

役務取引等利益 2,596 2,486 △110

その他業務利益 △5,766 △10,735 △4,969

うち債券関係損益 △3,805 △9,325 △5,520

経費(除く臨時費用処理分) 9,810 10,371 561

うち人件費 4,953 5,213 260

うち物件費 3,927 4,162 235

一般貸倒引当金繰入額 (Ａ) △123 △177 △54

業務純益 5,107 8,741 3,634

実質業務純益 4,984 8,563 3,579

コア業務純益 8,790 17,889 9,099

コア業務純益(除く投資信託解約損益) 7,749 11,070 3,321

臨時損益 △877 536 1,413

うち不良債権処理額　 (Ｂ) 1,940 1,864 △76

うち個別貸倒引当金繰入額 1,929 1,665 △264

うち貸倒引当金戻入益 (Ｃ) - - -

うち株式等関係損益 △78 654 732

うち退職給付費用(臨時費用処理分) 33 △134 △167

経常利益 4,226 9,271 5,045 17,400

特別損益 △7 △8 △1 (進捗率 53.2%)

税引前四半期純利益 4,218 9,262 5,044

法人税等合計 932 2,752 1,820

四半期(中間)純利益 3,286 6,509 3,223 11,900

(進捗率 54.6%)

《参考》与信費用（Ａ）+（Ｂ）-（Ｃ） 1,816 1,686 △130

(注）1「(参考)中間期予想計数(自2026年4月1日 至2026年9月30日)」は、2026年5月15日に公表したものです。
2 実質業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額
3 コア業務純益＝実質業務純益－債券関係損益
4 コア業務純益（除く投資信託解約損益）＝コア業務純益－投資信託解約益
　（投資信託解約損は債券関係損益に計上しております）

前第1四半期累計期間 当第1四半期累計期間

増　減

・資金利益
有価証券ポートフォリオ見直しの一環で投資信託の解約を進めたことによる投資信託解約益の増加や、貸出金利
回り上昇に伴う貸出金利息の増加などにより、前年同期比で増加しました。

・その他業務利益
投資信託解約損を計上したことから、前年同期比で減少しました。

・経常利益
前年同期比50億45百万円増加の92億71百万円となりました。

・四半期純利益
前年同期比32億23百万円増加の65億9百万円となりました。
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(3)預金・貸出金・有価証券の状況（単体）

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

①期末残高

2026年3月末 2026年6月末 増　減

預金等 6,872,314 6,787,018 △85,296

預金 6,475,314 6,456,018 △19,296

譲渡性預金 397,000 331,000 △66,000

貸出金 5,510,712 5,467,723 △42,989

うち消費者ローン 1,411,127 1,415,341 4,214

住宅ローン 1,279,159 1,280,928 1,769

その他ローン 131,967 134,413 2,446

有価証券 1,713,172 1,585,114 △128,058

株式 51,541 52,669 1,128

債券 779,940 840,602 60,662

その他 881,690 691,841 △189,849

外国証券 372,154 376,555 4,401

その他の証券(投資信託等) 509,536 315,286 △194,250

②期中平均残高
2025年度

第1四半期累計期間
2026年度

第1四半期累計期間
増　減

預金等 6,638,884 6,936,032 297,148

預金 6,330,588 6,553,691 223,103

譲渡性預金 308,295 382,340 74,045

貸出金 5,122,089 5,480,525 358,436

有価証券 1,761,349 1,822,167 60,818

 (ご参考）預り資産残高

2026年3月末 2026年6月末 増　減

保険 232,258 234,750 2,492

野村證券㈱ 仲介口座(※) 1,020,558 1,150,175 129,617

債券 173,335 177,685 4,350

株式 318,989 357,784 38,795

投資信託 405,813 478,480 72,667

投資一任勘定 117,541 130,570 13,029

その他 4,878 5,654 776

 合　計 1,252,817 1,384,926 132,109

※ 「野村證券㈱ 仲介口座」には、野村證券株式会社との包括的業務提携による、同社を委託元とする金融商品仲介口座

　　の残高を記載しております。

(単位：百万円)

(単位：百万円)

(単位：百万円)

・預金等(譲渡性預金を含む)
個人・公金部門で増加した一方で、法人・金融機関部門において減少したことから、期中852億円減少し、
6兆7,870億円となりました。

・貸出金
個人向け貸出で増加した一方で、法人・金融機関・地方公共団体向けにおいて減少したことから、期中
429億円減少し、5兆4,677億円となりました。

・有価証券
ポートフォリオ見直しの一環で投資信託の解約を進めたことなどにより、期中1,280億円減少し、1兆
5,851億円となりました。
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(4)金融再生法開示債権及びリスク管理債権の状況（連結）
(単位：百万円)

増　減

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 △243 

危険債権 2,463 

要管理債権 △298 

　三月以上延滞債権 99 

　貸出条件緩和債権 △396 

小計（リスク管理債権）　（Ａ） 1,923 

正常債権 △39,847 

総与信(合計)　　　　　　（Ｂ） △37,925 

不良債権比率　（％）　（Ａ）　/　（Ｂ） 0.05 

（注）当行は、部分直接償却を実施しておりません。

(5)有価証券の評価損益の状況（連結）

うち益 うち損 うち益 うち損

△3,762 - 3,762 △3,384 0 3,384

その他有価証券(※) △144,491 58,737 203,228 △150,442 56,452 206,895

株式 36,318 36,370 52 38,122 38,191 68

債券 △120,096 1 120,098 △136,020 99 136,120

国債 △101,912 - 101,912 △117,759 28       117,787

地方債 △12,626 - 12,626 △12,415 68       12,484

短期社債 - - - -        -        -        

社債 △5,557 1 5,558 △5,845 2 5,847

その他 △60,712 22,365 83,078 △52,544 18,161 70,706

外国証券 △27,411 439 27,850 △27,585 176 27,761

その他の証券(投資信託等) △33,301 21,925 55,227 △24,958 17,985 42,944

合　計 △148,253 58,737 206,990 △153,826 56,452 210,279

金利スワップ 44,006 56,100

その他有価証券の評価損益との合算 △100,484 △94,341 

(6)自己資本比率（国内基準）

 自己資本比率（国内基準）については、現在集計作業中であり、計数が確定次第、別途お知らせします。

満期保有目的の債券

評価損益 評価損益

84,525 86,448 

5,558,505 5,518,658 

5,643,031 5,605,106 

1.49 1.54 

(単位：百万円)

2026年3月末 2026年6月末

16,217 15,919 

861 960 

15,355 14,959 

2026年3月末 2026年6月末

21,201 20,958 

47,106 49,569 

・金利スワップによる繰延ヘッジ適用後の評価損益
国内金利の上昇により債券の評価損が増加した一方で、金利スワップの評価益が増加したことや収益性
の低いファンドの売却を行ったことなどから、期中61億円増加し、△943億円となりました。
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